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俳 

句

 

谷
郷 

大
谷
　
峯
生

甲
斐
姫
を
偲
ぶ
城
址
の
濃
山
吹

 

北
河
原 

小
林
百
々
子

黙
読
の
文
字
の
乱
れ
や
目
借
時

 

忍 

大
澤
　
由
子

花
満
ち
て
平
成
の
御
代
か
け
ぬ
け
し

 

忍 

伊
藤
　
誠
一

人
の
世
は
奇
想
天
外
西
行
忌

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

朴
咲
い
て
少
年
の
日
の
峰
遠
し

 

渡
柳 

川
田
　
静
江

緑
さ
す
池
の
ほ
と
り
の
野
立
か
な

 

持
田 

園
部
　
貞
雄

平
成
の
余
韻
の
こ
す
や
朧
月

 

藤
原
町 

斎
藤
雄
次
郎

タ
ン
ポ
ポ
の
絮
毛
の
中
の
大
宇
宙

 

持
田 

岡
本
千
寿
子

美
し
き
花
言
葉
有
り
ど
く
だ
み
草

○ 
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
５
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

花
時
や
「
令
和
」
吐
き
出
す
輪
転
機

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

生
か
さ
れ
て
生
き
て
此
の
世
の
桜
か
な

 

下
忍 

荒
井
　
王
子

住
職
は
今
だ
独
り
身
花
菖
蒲

 

西
新
町 

澤
田
　
信
一

新
緑
に
分
け
入
る
二
台
車
椅
子

 

旭
町 

大
川
　
恵
子

平
成
を
ふ
り
か
え
り
つ
つ
春
惜
し
む

 

門
井
町 

塚
原
　
武
夫

鞦
韆
や
空
の
中
よ
り
叫
び
声

 

谷
郷 

柳
瀬
　
　
久

畦
道
で
頬
ば
る
む
す
び
大
田
植

 

荒
木 

手
島
　
一
海

て
い
ね
い
に
塩
化
粧
し
て
山
女
焼
く

 

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

▼
日
時
　
6
月
7
日
㈮
〜
9
日
㈰
午

後
7
時
30
分
〜
9
時　
▼
場
所
　
古

代
蓮
の
里
ホ
タ
ル
の
川　

▼
内
容
　

古
代
蓮
の
里
ホ
タ
ル
の
会
の
会
員

が
、
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
様
子
な
ど

を
案
内
・
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
午

後
6
時
30
分
か
ら
古
代
蓮
会
館
前
の

広
場
で
琴
と
尺
八
の
演
奏
会
を
行
い

ま
す
。　
▼
主
催
　
古
代
蓮
の
里
ホ

タ
ル
の
会　
▼
注
意
　
ホ
タ
ル
は
人

工
の
光
を
嫌
う
た
め
、
カ
メ
ラ
や
懐

中
電
灯
の
光
を
向
け
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ホ
タ
ル
を
捕
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
足
元
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
駐

車
場
は
、
南
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　
▼
そ
の
他
　
鑑
賞
会
以

外
の
日
で
も
、
6
月
末
ま
で
晴
れ
た

風
の
な
い
日
の
午
後
7
時
30
分
か
ら

9
時
ご
ろ
ま
で
、
ホ
タ
ル
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。　
▼
問
　
都
市
計

画
課
公
園
担
当
（
内
線
５
６
０
３
）

イ
ベ
ン
ト

ホ
タ
ル
鑑
賞
会

▼
日
時
　
7
月
7
日
㈰
午
前
7
時
〜

午
後
1
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
の
里　

▼
内
容
　
蓮
粥
・
蓮
餅
・
蓮
茶
の
無

料
試
食
、
金
魚
す
く
い
、
風
船
釣

り
、
昔
の
子
ど
も
の
遊
び
、
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
太

鼓
・
大
正
琴
・
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
、

コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
新
行
田

音
頭
、
古
代
蓮
音
頭
、
各
種
特
産
品

コ
ー
ナ
ー
な
ど　

▼
主
催
　
行
田

蓮
ま
つ
り
実
行
委
員
会　
▼
申
・
問
　

同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
太
田
公
民

館
内
）
☎
５
５
９
―
４
２
９
９

　
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域

連
合
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
市
町

村
職
員
採
用
試
験
な
ど
を
受
験
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
埼
玉
県
内

市
町
村
職
員
採
用
合
同
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
市
町
村
ご
と
に
設
置
す
る
ブ
ー
ス

で
、
市
町
村
の
特
色
や
仕
事
の
内

容
、
職
員
の
募
集
内
容
、
勤
務
条
件

な
ど
、
気
に
な
る
市
町
村
の
人
事
担

当
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

第
22
回
行
田
蓮
ま
つ
り

埼
玉
県
内
市
町
村

職
員
採
用
合
同
説
明
会

く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
市
は
専
用

ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

▼
日
時
　
7
月
4
日
㈭
午
後
1
時

〜
6
時
（
入
場
は
午
後
5
時
ま
で
）　

▼
場
所
　
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
（
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新

都
心
8
）　
▼
入
場
無
料
　
▼
そ
の

他
　
予
約
不
要
、
入
退
場
自
由　
▼

問
　
同
広
域
連
合
人
材
開
発
部
市
町

村
職
員
担
当
☎
０
４
８
―
６
６
４
―

６
６
８
１

▼
日
時
　
7
月
13
日
㈯
午
後
2
時
開

演　

▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民
館　

▼
内
容
　
に
ほ
ん
の
う
た
、
六
つ
の

子
守
歌
他　

▼
指
揮
　
新
井
康
之　

▼
ピ
ア
ノ
　
宮
本
廣
子　
▼
入
場
無

料
　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員

会
、
行
田
市
合
唱
連
盟　
▼
問
　
同

団
長
波
多
野
☎
０
９
０
―
４
８
３
０

―
１
９
０
３

▼
日
時
　
7
月
6
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
児
童
セ

ン
タ
ー
遊
戯
室　
▼
内
容
　
本
物
の

サ
サ
で
自
分
の
七
夕
飾
り
を
作
っ
た

り
、
み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
し
ま

行
田
混
声
合
唱
団
と
も
し
び

第
47
回
定
期
演
奏
会

七
夕
か
ざ
り
を
つ
く
ろ
う

す
。　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
の
り
、

お
て
ふ
き
、
サ
イ
ン
ペ
ン　
▼
そ
の

他
　
未
就
学
児
が
参
加
す
る
場
合

は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。　
▼
申
・

問
　
6
月
29
日
㈯
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
４
―

５
７
０
６
（
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

30
分
）

▼
日
時
　
6
月
19
日
㈬
〜
24
日
㈪
午

前
10
時
〜
午
後
7
時
（
24
日
は
午
後

4
時
ま
で
）
▼
場
所
　
八
木
橋
百

貨
店
8
階
カ
ト
レ
ア
ホ
ー
ル
（
熊

谷
市
仲
町
74
）　
▼
内
容
　
昭
和
と

平
成
の
時
代
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

示
、
真
空
管
ア
ン
プ
に
よ
る
懐
か
し

の
レ
コ
ー
ド
鑑
賞　
▼
問
　
栗
原
☎

０
９
０
―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

▼
日
時
　
６
月
16
日
㈰
午
後
２
時

開
演
（
午
後
１
時
開
場
）　
▼
場
所
　

昭
和
・
平
成
展

ポ
ス
タ
ー
雑
誌
・

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等
に
観
る

バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル

研
究
発
表
会

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　

眠
り
の
森
の
美
女
三
幕
／
バ
レ
エ
・

コ
ン
サ
ー
ト　
▼
出
演
　
山
口
陽
子

バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
生
徒　
▼
入
場
無

料
　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教

育
委
員
会　
▼
問
　
山
口
陽
子
バ
レ

エ
ス
ク
ー
ル
☎
５
５
４
―
９
０
９
５

▼
日
時
　
6
月
8
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
3
時　
▼
場
所
　
忍
城
址

※
雨
天
時
は
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
戦
国
時
代
に
忍
城
を
守
り

抜
い
た
成
田
軍
総
大
将
の
生
息
を
祝

い
、
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
、
ち
ょ
ん
髷
を
つ
く
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど　
▼
出
演
　
忍
城
お

も
て
な
し
甲
冑
隊
、
彩
光
戦
士
サ
イ

セ
イ
バ
ー
、
埼
玉
戦
士
さ
い
た
ぁ
マ

ン
他　
▼
主
催
　
行
田
市
観
光
協
会　

▼
問
　
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
事

務
局
☎
５
５
０
―
１
１
７
０

大
将
ま
つ
り

〜
成
田
長
親　
忍
城
城
代
就
任

 

４
２
９
周
年
記
念
〜

　
市
内
で
活
躍
す
る
人
を
独
自
に
取
材
し
、
自
主
制
作

し
た
動
画
を
通
じ
て
紹
介
し
て
い
る
の
が
、
持
田
に
お

住
ま
い
の
富
田
浩
史
さ
ん
で
す
。

　
徳
島
県
徳
島
市
で
生
ま
れ
た
富
田
さ
ん
は
、
昭
和
42

年
に
都
内
の
百
貨
店
に
就
職
す
る
た
め
上
京
。
そ
の
後

昭
和
50
年
に
行
田
市
に
移
住
し
、
以
来
60
歳
の
定
年
ま

で
家
族
の
た
め
に
仕
事
に
没
頭
す
る
毎
日
で
し
た
。
そ

ん
な
家
族
思
い
の
富
田
さ
ん
は
63
歳
の
頃
、
高
齢
の
母

と
の
思
い
出
を
映
像
で
残
し
て
お
き
た
い
と
考
え
、
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
を
購
入
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
操

作
が
分
か
ら
ず
数
年
間
出
番
の
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
定
年
後
に
通
っ
た
県
の
「
彩
の

国
い
き
が
い
大
学
」
で
共
に
学
ん
だ
同
級
生
の
勧
め
で

「
シ
ネ
・
ビ
デ
オ
サ
ー
ク
ル
熊
谷
」
に
入
会
。
そ
こ
で
富

田
さ
ん
と
同
年
代
の
メ
ン
バ
ー
や
講
師
か
ら
、
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
の
操
作
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
動
画
の
編
集
方

法
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
23
年
、
当

時
同
居
し
て
い
た
母
の
様
子
を
故
郷
の
徳
島
に
い
る
親

戚
に
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
と
い
う
形
で
届
け
る
た
め
、
本
格

的
に
動
画
制
作
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
富
田
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
10
分
程
度
の

作
品
を
制
作
し
、
毎
年
シ
ネ
・
ビ
デ
オ
サ
ー
ク
ル
熊
谷

が
主
催
す
る
映
写
会
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開
し
て
お

り
、
近
頃
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
市
内
在
住

の
方
を
取
材
し
紹
介
す
る
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
市
内
に
は
素
晴
ら
し
い
活
動
を
し
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
の
こ

と
を
、
映
像
を
通
し
て
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
何
度
も
会
っ
て
話
を
伺
い
、
そ
の
方

の
人
柄
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
動

画
制
作
へ
の
こ
だ
わ
り
を
語
り
ま
す
。
ま
た
、「
作
品

の
取
材
を
兼
ね
て
妻
と
旅
行
な
ど
に
出
掛
け
た
り
す
る

の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
」
と
に
こ
や
か
に
話
す
富
田

さ
ん
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
取
材
を
含
め
、
編
集
な
ど
動

画
制
作
に
は
妻
・
弘
美
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
そ

う
で
「
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
て
い
る
妻
の
お
か
げ
で
す
」
と
感

謝
の
気
持
ち
を
口
に
し
ま
す
。

　
今
年
も
10
月
20
日
に
熊
谷
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る
シ
ネ
・
ビ
デ
オ
サ
ー
ク
ル
熊
谷
の
公
開
映
写

会
へ
の
出
品
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
そ
の
制
作
が

大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
そ
う
で
す
。「
出
演
し
て
く
れ

た
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
作
品
に
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
映
像
を
見
た
人
が
元
気
に
な
る
よ
う

な
も
の
を
作
り
た
い
」
と
語
る
優
し
く
家
族
思
い
の
富

田
さ
ん
の
映
像
作
品
は
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

人
々
に
親
し
ま
れ
喜
ば
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
内
で
活
躍
す
る
人
を
映
像
で
紹
介

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

富
田 

浩こ
う

史じ 

さ
ん
（
持
田
・
76
歳
）


